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※本講演は、大学院医学研究科、医科栄養学研究科、口腔科学研究科の大学院特別
講義を兼ねています．

講演抄録

歯科矯正治療は不正咬合の歯列をボーン ハウジングさせた位置に再配列
し、個性正常 咬合を達成し、その状態を長期間維持することを目標とし
ている。近年では、このような 従来の矯正治療の目標に加えて、より審
美的 なアウトカムが求められるようになってきている。例えば治療後の
スマイルがより魅力的に見えるような治療や「口ゴボ」と称される 側貌
をバランスのとれた状態に改善することなどである。さらに矯正用アン
カースクリュー を使用する事で可能な限り天然歯を残存させる治療計画
を患者に提案する事も可能となってきている。矯正治療中の見た目を気
にして矯正装置の装着を拒否する患者からの要求に対してはリンガル矯
正装置やアライナー矯正装置を用いた矯正治療が提案できる。
最近はデジタル矯正装置と称される患者個人毎に作製されるカスタマイ
ズ矯正装置も主流となりつつある。本講演では、矯正用アンカース クリ
ューやデジタル矯正装置を用いた事例 提示しながら、当院が提唱してい
る「スマイルデザイン」の12項目とその達成のために施行している
Contouring の方法などについて概説したい。Contouringの手法は通常の
歯科治療においても大変効果的であるので、ダイレクトボンドなど審美
的な治療においても役に立つと考えている。加えて矯正治療後１０年以
上の長期症例からウェルエイジングの概念に則したと考えられる臨床例
も供覧したい。
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